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不動産総合マネジメント事業部がスタート！
土地の有効活用コンサルティング事業拡大へ
土地情報とテナント情報のマッチングを
“コンサルの眼”でご提案

Special Feature

不動産総合マネジメント事業部がスタート！

銀座四丁目交差点 2022年3月撮影
（銀座エリアを視察するコンサルタントたち）
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代表取締役社長

本年より第三次中期経営計画がスタートしました。計画では、戦略
的個別サービスとして８つのサービスを打ち出しております。この８
つのサービス品質をさらに高めながら、より多くのお客様にサービス
をご提供してまいります。また、ADVANTAGE CLUBではスマート
フォン向けアプリケーションの導入を進めており、より手軽にご購入
でき、物件状況もスマートフォンで簡単に確認できるようになります。
これからの当社にどうぞご期待下さい。

土地の有効活用コンサルティング事業拡大へ
土地情報とテナント情報のマッチングを
“コンサルの眼”でご提案

https://www.azn.co.jp
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不動産総合マネジメント事業部がスタート！

土地の有効活用コンサルティング事業拡大へ
土地情報とテナント情報のマッチングを“コンサルの眼”でご提案
2022年1月から新設事業部として『不動産総合マネジメント事業部』が誕生しました。第三次中期経営計画における、戦略的
個別サービス８つのうちの１つ『土地有効活用コンサルティング』を担う事業部となります。“そうだ！不マネに聞いてみよう！”を
合言葉に、お客様からこれまで以上に頼られる存在を目指して、メンバーは日々邁進しています。同事業部の強みや特長に
ついて、統括する執行役員の小野高義に聞きました。

小野  高義

執行役員
コンサルティング
第一事業本部長

住宅メーカーより当社入社。相続、不動産、建
築と幅広い知識と経験をもとに財産承継コ
ンサルティングに取り組む。金融機関との連
携により個人、法人の課題解決に従事。

・遊休地・収益性が低い
・土地活用の提案を
　受けている

【ご相談内容】

数多くのテナント出店情報と
お客様データから
マッチング

【不動産総合マネジメント事業部】

有効活用のマッチング

最も有効な活用策を
ご提案

■土地有効活用コンサルティング
　事例紹介（例）
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当社では、お客様のニーズに合わせた戦略的個別

サービスとして8つのサービスを提供しています。
今号ではそのうち3つのサービスの近況をお知らせします。

不動産共同所有システム「ADVANTAGE CLUB銀座六丁目西銀座通り」（総口数1,040口）と「ADVANTAGE CLUB 九段下」（総口
数77口）は募集口数を大幅に上回るお申し込みをいただき2022年３月に組成いたしました。
銀座の対象物件「CSS Building Ⅲ」は外堀通り沿いに建ち、数寄屋橋交差点からほど近い立地です。地下鉄銀座駅C２出口から徒歩
２分と交通アクセスも良く、近接する並木通りはハイブランドの店舗が軒を連ねるエリアとなっています。
一方、九段下駅から徒歩１分の「九段下ASNビル」周辺は再開発事業が進められており、登録有形文化財建造物の旧九段会館一部建て
替え工事が2022年7月に竣工するほか、2021年に閉館したホテルグランドパレス跡地にも複合ビルの建設が計画されています。
今回の２件の組成により、組成累計額は994.5億円、累計組合数も59組合（29組合解散）となりました。これからも、魅力的な商品
組成を展開してまいります。

「銀座六丁目西銀座通り」・「九段下」を新規組成
不動産特定共同事業
（任意組合金銭出資型）

とは？
都心部の不動産を共同で所有し、賃貸収益を受け取る「不動産共同所有システム」です。
昨今の不動産運用において、都心部の限られた優良物件以外では安定した賃料収入を
得ることは難しくなっています。また、それらの物件は高額で、豊富な「資金」と「経験」、
また、購入後の管理・運営にも多くの時間と手間が必要となります。「ADVANTAGE 
CLUB」はプロが不動産を厳選し、管理・運営を行うことで、こうしたわずらわしさや
不安を軽減するシステムです。

2002年～ （2022年3月末現在）
累計組合数

59組合
組成累計額

994.5億円
のべ組合員数

3,484名

九段下ASNビルCSS Building Ⅲ

デジタルトランスフォーメーションへの取り組みの一環として、「ADVANTAGE CLUB」をスマートフォンで
購入が可能になるアプリケーションの導入を進めています。
これまでお申し込みやご契約は、紙の書面でのやり取りが行われていましたが、アプリケーションのリリース後は、
スマートフォンの画面から購入のお申し込みができるようになり、従来に比べて手続きが簡便になります。また、
収支報告や分配金の状況をいつでも閲覧することが可能になります。アプリケーションの詳細、リリース時期に
ついては、随時ご案内差し上げます。

アプリを導入へ

■アプリ上で
　募集案内を閲覧
■アプリ上で出資申込・
　契約手続

■アプリ上で収支報告などを確認
■チャット・ワークフロー機能での
　コミュニケーション
■アプリ上で分配金を確認

案件組成・募集

現状

ADVANTAGE
CLUBアプリ

契約・入金 期中管理 解散

■収支報告書など郵送で受取
■メール・電話・郵送による
　コミュニケーション
■分配金情報など郵送で受取

■フローイメージ

■メール・電話・郵送などでの
　募集案内確認
■紙ベースでの契約書に
　サイン

※画像はイメージです。

ADVANTAGE
CLUB

購入
コンサルティング

地域創生
コンサルティング 事業承継ファンド

土地有効活用
コンサルティング

ファミリーオフィス
サービス

IFAによる金融商品
運用サービス STO事業
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相続・事業承継・不動産に関するご相談がございましたら、お気軽にお問い合わせください。 ■ご意見、ご感想などございましたらこちらまで

azn-pr@azn.co.jp0120-022-313

青山財産ネットワークスグループ

平日／9：00～17：00

本冊子は、過去に当社にご相談いただいたお客様へ向けて、当社および当社グループ会社の業務に関する情報のご案内として送らせていただいております。お客様の個人情報は、個人情報保護関連法及び当社の
プライバシーポリシーに従い、適切に管理しております。今後、当社からのご案内をご希望されない場合は、お手数ではございますが、上記お問い合わせ先までお申し出ください。
株式会社青山財産ネットワークス　個人情報お問い合わせ窓口

青山財産レポート事務局

2203066

第三次中期経営計画で打ち出した戦略的個別サービス８つのうちの１つ「STO事業」が
スタートに向けて準備が着 と々進んでいます。STOはセキュリティー・トークン・オファ
リングの略で、ブロックチェーン技術により発行したデジタル証券を購入することで投
資が簡単に行えます。当社はパートナーにブロックチェーン技術にノウハウを持つ、
Hash DasH Holdings株式会社（ハッシュダッシュホールディングス）を迎え、収益
不動産に24時間365日いつでも少額から投資が可能な世界を目指しています。
2022年に第1号案件のスタートを予定しておりますので、どうぞご期待ください。

STO事業スタートへお知らせ

４月１日、青山本社で入社式が開催されました。
入社式には新卒社員7人が出席し、当社代表の
蓮見は「人の助けになるという想いを大切に頑
張ってほしい」と伝えました。当社の飛躍には若い
力、新しい人材が欠かせません。お客様のご期待の
一つ上をいくご提案ができる、人間力に溢れた人材
に育ててまいりますので、どうぞご期待ください！

本年よりスタートしました第三次中期経営計画の
方針、ビジョンをお伝えする動画が当社YouTube
チャンネルでご覧になれます。4つの視点と８つの
戦略的個別サービスをわかりやすくお伝えしてい
ます。これからの青山財産ネットワークスにご期待
いただける内容となっておりますので、是非一度
ご覧ください。

当社ビジョンを
動画でご紹介

戦略的個別サービス

青山財産ネットワークス

新 卒 社 員 入 社

https://www.youtube.com/watch?v=inkw4ZcLrs4



